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事鴻銘研究序説 ｢先行研究と新たなる課題-























I黄泉蕗等篇 r事鴻銘文集J上p5｢尊王篇｣憶念赫爾隻 .布徳軌 (海南出版社 L996)
2 r寧鴻銘文集二下p.302｢東西文明の異同を諭す｣

































r'既にドイツでは草碑銘と親しかった宣教師 RechardW.伽1mが r尊王軌 とT晴流伝 の抜粋を､OscarA HSchm.tzが r春
秋大義Jを翻訳して出版しそれぞれ好評を博していたというOこれら一連の現象は ドイツ新青年の孔数ブームとして中国





















胡適 ･羅振五 ･周作人 ･震減ら畢鴻銘に親しかった周辺人物による評伝を抜粋した文集である｡また
F章鴇銘印象』10にも周辺人物の回想に加え､同時代の外国人による人物評､同時代の外国人による
評価を紹介した論説や畢鴻銘に関する有力な論文などが収録されている｡更に上二編の評伝に増補を






6 黄興港等篇 丁畢鴻銘文集』(上､下)(海南出版社 1996)
7 同書は十数万部の売り上げを記録し､その結果起きた ｢革鴻銘現象｣によって､今日に至るまで台湾や大陸中国での研究





9 胡適等著 ･伍国産編 r文壇怪傑寧油銘.(岳麓書社 1988)
10 宋柄輝編 V草鴻銘印象J (学林出版社 1997)

























13脚注4参照｡東西文化論争については､Jl1尻文彦 ｢畢碑銘与 "道徳"的課題一一傭 視東西文明的視角｣高瑞泉 ･山口久和主
編 r城市知識分子的二重世界- 中国現代性的歴史硯竣J上海古井出版社 (2005)pp.L75-176
14 ｢一日私はこの事碑銘氏にわたくしのライフ･ウオーク (生産の事業)を語ったら､暫く考えていてわたくLに支那の女性
教育をしなさいと言った｡そして支那の女性を教育することが如何に必要であるかを説き､日本人でなければ支那の女性




心に｣(小堀桂一郎編 丁東西の思想蹄争J中央公論社 1994)張明傑 ｢日本に夢を託す一晩年の箪鴻銘と日本一J (明海大
学教養論文集No,13 2001)などが既存のものとして存在するが､いずれも畢鴻銘の日本での事跡の一部を紹介するに留ま
り､資料面での問題を解決する性格の研究ではない｡訪日期間中に日領台湾で行った講演に関する新聞資料としては､林




































































.9 黄輿藩 r文化怪傑等鴇銘J (中華脊局 1995)
但し同氏は十年程前から畢鴻銘研究に一区切りをつけ､現在は成代中国語の語嚢研究を手がけているという｡黄興藩 ｢清
末民初､新名詞･新概念の ｢現代性｣問題- '思想現代性｣と現代性をおびた ｢社会｣概念の中国での受容-｣(現代中国
研究17 2005)川尻文彦 ｢日本漢語 (新名詞) ･中国の ｢現代性｣ ･｢一般思想史｣-黄興蒔氏の議論に触発されて｣(現
代中国研究17 2005)
20森紀子 ｢遭老畢鴻銘における文化保守の論理｣(森時彦編 r中国近代化の動態構胤 京都大学人文科学研究所 2004)

































































































ジニアを取り上げている (薩摩雄次 r宰相銘論集JPP.1-22大束文化協会 1924)｡またシェークスピア悲劇の女性像を愛
好する一方､r椿姫Jのマルガレットを ｢邪悪の化身｣として憎悪するなど､極めて幅広い例示によって女性論の著述を行っ
ている｡(黄興藩 F閑話等碑銘J湖南出版社1997 pp.1541156)
29T春秋大義J中で事鴻銘は三網 (君臣 ･父子 ･夫婦の義務)の ｢忠義｣を特に重視している｡この点について､F欽定教育
宗旨j(1906)を手がけた張之洞が国家求心力を回復するために唱えた､伝統を突き抜けた儒教道徳からの影響を森氏は指
摘する｡森紀子 (2004)pp.353-355
30混乱状態こそが秩序の対極にあるとした畢鴻銘は､清朝の維持と叛乱阻止こそが社会の混乱を避け7.現実の秩序そのもの
であるとして､ 『柄賊Jの中で西太后の保守的な政策を積極的に評価しているとする｡朱寿桐 (200'/)p.90
31T清流伝｣で ｢皇太后は英国のヴィクトリアのように偉大な食婦人にして女国主であるばかりか.一人の高貸な ｢尋常なら
ざる｣女性である｣と西太后を著述 (T事鴻銘文集⊥上 p.329)0
32r読易草堂文軌 ｢く尊王態)釈疑解禍論｣では西太后の人材登用について高く評価し､また対外政策にしても排外論者とし
ての性格から殊更に目を逸らしたような著述が見られる｡但し畢碑銘が提示した具体例の信恐性や現実性は稀薄 (r畢独鈷
文集J下 pp.222-226).
33r尊王篇Jにおける西太后への弁護について､彼女に対する外国からの批難を目の当たりにし､不幸な淑女に対する象限に
かられ行ったものとするoArkush(1965)p.204
34r革碑銘文集こ上p.202｢日俄戦争的道徳原因｣
35r閑話革鴇銘.pp,1491153
(L53) 90
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化の指標として用いた宣教師らの認識と､女性を固有の文明の象徴として捉えていた事鴻銘の意識は
恐らく同じ西洋の文脈の中から生まれ出たもので､宣教師の活動に真っ向から反対を示していた草鴻
銘の姿勢は反動と言うよりもむしろ反撃と呼ぶに相応しい;6L.しばしばユーモアを交えた痛烈な訊刺
によって国内外の情勢を榔捻したことで知られている草鴻銘にとって､極端な女性論や西太后賛美は
単なる寓意に留まらず､西洋の lー視線｣とそれに基づいた中国評価や西洋自身の自意識に対する厳し
い批判を込めた可能性が強い｡彼の思想的な立位置を理解する上で､その独特の女性観は極めて大き
な指針となることを期待することができるだろう｡
36女性の抑圧を解放する運動は宣教師たちの主な活動のひとつで､宣教活動の盛んな土地では清末期に次々と反纏足運動が
組織されていった｡東田雅博 7線足の発見-ある英国女性と清末の中国}(大修館書店 2004)は英国女性による反纏足運
動を紹介した本である｡
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